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バ ーにて直径2.5mmの骨 欠損 を作製 した。 その
欠損部に5mgのβ－TCP(オスフェ リオ ン,オ リ
ンパス社製)を 埋入し縫合 した。その後,左 側の
欠損部には10日間毎 日,皮膚上か ら炭酸ガスレー
ザー(オ ペ レーザーLiteYOSIDA,東京)を 照
射 し,レ ーザー照射群とした。
　 照射条件は,出 力0.5W,照射距離10cmで40秒
照射(照 射 エネルギー密度20J/cm2)で行 った。
右側の欠損部は炭酸ガスレーザーを照射 しない対
照群 とした。その後,5日,10日後 にエ ーテル
麻酔を行い,局 所麻酔にて屠殺後,脛 骨 を摘出 し,











β－TCPの骨 置換が対照群 に比較 して有意 に早
まった。 これはレーザーの刺激によって骨代謝が






吸収系に も働 きかけることが分か り,炭 酸ガス













験 としてβ－TCPに関連 した英語の文献 を和訳 さ
せた結果,十 分な読解力があると認め られた。
　本研究は歯科医学の発展 に寄与するものと考え
られ,申 請者は十分学位授与に値するものと認め,
合格 と判定 した。
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